
社
史
で
読
む
南
極
物
語 

」 

        

自
宅
で
南
極
の
料
理
人
を
題
材
に
し
た
某
映
画

を
観
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
般
企
業
の
会
社
員
も
隊
員

と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
社
史
で

調
べ
る
と
、
南
極
観
測
隊
と
企
業
の
つ
な
が
り
が
見

え
て
き
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
は
日
本
の
南
極
観
測
隊
事
業
の
始
ま
り
と

第
一
次
観
測
隊
に
つ
い
て
。
『朝
日
新
聞
の
九
十
年
』

（
１
９
６
９
年
刊
）
に
は
、
同
社
が
昭
和
三
十
年
九

月
二
七
日
に
日
本
の
南
極
へ
の
学
術
探
検
隊
派
遣

に
対
し
「
全
機
能
を
あ
げ
て
後
援
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
北
海
道
濤
沸
湖
上

で
基
地
建
設
の
訓
練
を
実
施
。
第
一
次
隊
に
は
通

信
、
航
空
、
報
道
の
た
め
十
名
の
社
員
が
参
加
し
、

数
名
は
越
冬
隊
に
も
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。 

    

       

ほ
か
に
も
観
測
船
「
宗
谷
」
が
帰
路
で
氷
塊
に
と
じ

こ
め
ら
れ
た
話
や
、
悪
天
候
の
中
で
第
一
次
越
冬

隊
の
帰
還
に
貢
献
し
た
話
な
ど
、
当
時
の
様
子
を
詳

細
に
記
載
。
ま
た
、
観
測
隊
の
「
上
陸
日
時
」
の
懸
賞

に
は
四
十
万
余
通
の
応
募
が
あ
り
、
的
中
者
が
三

名
い
た
と
あ
り
ま
す
。
準
備
時
代
か
ら
第
十
次
隊
ま

で
、
南
極
へ
派
遣
し
た
社
員
の
名
前
も
記
載
し
て
い

ま
す
。 

 
こ
の
朝
日
新
聞
社
の
動
き
に
対
し
て
強
い
危
機

意
識
を
持
ち
、
「
傍
観
は
で
き
な
い
」
と
社
内
や
各

方
面
に
働
き
か
け
た
の
が
共
同
通
信
社
社
会
部
の

社
員
で
し
た
。 

『
共
同
通
信
社
５
０
年
史
』
（
１
９
９
６
年
刊
）
に

は
、
そ
の
働
き
か
け
の
結
果
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
） 

    

       

年
二
月
、
編
集
局
内
に
南
極
委
員
会
を
新
設
し
、

南
極
観
測
予
算
を
計
上
。
第
一
次
観
測
隊
の
報
道

担
当
隊
員
と
し
て
は
日
本
新
聞
協
会
編
集
委
員
会

の
調
整
に
よ
り
朝
日
新
聞
社
、
共
同
通
信
社
よ
り

各
一
名
が
決
ま
っ
た
と
あ
り
ま
す
。 

 

ほ
か
の
新
聞
社
も
強
い
関
心
を
持
ち
、
国
の
事
業

と
し
て
新
聞
社
の
平
等
を
主
張
す
る
中
、
観
測
隊
の

出
発
を
待
ち
き
れ
ず
自
前
で
事
前
報
道
を
行
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。
方
法
と
し
て
は
、
既
に
南
極
に
基

地
を
造
り
は
じ
め
て
い
た
米
国
隊
に
便
乗
し
た
現

地
ル
ポ
や
、
捕
鯨
船
団
に
乗
っ
て
の
南
極
海
ル
ポ
が

あ
り
、
同
社
社
員
の
派
遣
に
つ
い
て
も
記
載
が
あ
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
第
三
次
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
記
者
が

樺
太
犬
タ
ロ
と
ジ
ロ
に
会
う
ま
で
を
ま
と
め
た
コ
ラ 

（
裏
面
へ
続
く
） 

 社 
 

楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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（
表
面
か
ら
続
く
） 

ム
「タ
ロ
、
ジ
ロ
の
も
と
へ
」
も
掲
載
。
ヘ
リ
の
空
輸
力
の
制
限
で
朝
日

新
聞
社
が
先
に
上
陸
し
、
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
い
た
と
こ
ろ
、

同
情
し
た
船
側
の
計
ら
い
で
船
長
の
ヘ
リ
に
乗
せ
て
も
ら
え
る
こ
と

に
。
こ
の
措
置
に
対
し
隊
長
の
厳
し
い
通
告
を
受
け
た
も
の
の
、
「
こ

っ
ぴ
ど
く
叱
（
し
か
）
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
昭
和
基
地
へ
、
ハ
ラ
を
据
え

て
飛
び
立
っ
た
」
そ
う
で
す
。
「
君
た
ち
と
「
犬
語
」
で
話
せ
た
ら
素

晴
ら
し
い
サ
バ
イ
バ
ル
物
語
を
世
界
中
に
送
れ
る
の
に
な
と
、
小
さ

く
尾
を
振
る
タ
ロ
の
頭
を
な
で
た
。
」と
結
ん
で
い
ま
す
。 

 

タ
ロ
と
ジ
ロ
の
話
は
『
い
す
ゞ
自
動
車
８
０
年
史
』
（
２
０
１
７
年

刊
）
の
コ
ラ
ム
「
南
極
観
測
隊
と
と
も
に
６
０
年
」
に
も
あ
り
ま
す
。

一
九
五
七
年
十
二
月
、
第
一
次
隊
と
第
二
次
隊
の
交
代
時
、
悪
天

候
で
観
測
船
が
接
岸
で
き
ず
撤
退
し
た
際
に
断
腸
の
思
い
で
残
し

た
樺
太
犬
を
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
月
一
四
日
、
第
三
次

隊
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
発
見
。
そ
の
発
見
者
は
同
社
か
ら
派
遣
さ

れ
た
隊
員
で
あ
り
、
「
１
９
８
３
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
南
極
物

語
」の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
」と
あ
り
ま
す
。 

ほ
か
に
も
一
九
五
五
年
十
一
月
に
第
一
次
隊
の
雪
上
車
と
発
電

機
の
動
力
源
と
し
て
同
社
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
が
選
定
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
て
南
極
向
け
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
あ
た

っ
た
こ
と
や
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
十
二
月
に
第
九
次
隊
で
、

同
社
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
雪
上
車
が
日
本
初
の

南
極
点
到
達
を
達
成
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。 

同
社
の
『
い
す
ゞ
自
動
車
５
０
年
史
』
（
１
９
８
８
年
刊
）
に
は

「
南
極
観
測
隊
に
３
回
参
加
し
た
思
い
出
」
と
い
う
社
員
の
経
験
談

が
あ
り
、
第
十
次
隊
の
帰
路
で
氷
塊
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
話
な
ど

を
語
っ
て
い
ま
す
。 

  

動
力
と
同
じ
ぐ
ら
い
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
建
物
に
つ
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
『
竹
中
工
務
店
九
十
年
史
』
（
１
９
８
９
年
刊
）
に

は
、
第
一
次
隊
の
南
極
観
測
の
た
め
の
「
極
地
建
物
」
の
研
究
要
請

を
受
け
、
日
本
建
築
学
会
南
極
建
築
委
員
会
の
指
導
の
も
と
「
南

極
建
築
第
１
号
」を
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

 

「
南
極
と
い
う
全
く
未
知
の
自
然
条
件
を
克
服
す
る
た
め
に
、
北

海
道
涛
沸
湖
に
お
け
る
設
営
訓
練
に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
デ
ー
タ
の
収
集
を
」
行
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
こ
の
建
物
は
二
十
余
年
機
能
を
保
ち
、
昭
和
五
六
年
に
日

本
に
里
帰
り
。
同
社
技
術
研
究
所
屋
内
に
復
元
し
、
開
発
関
係
者

に
公
開
し
た
そ
う
で
す
。 

 

生
活
拠
点
開
発
の
苦
労
は
、
時
を
超
え
て
別
の
社
史
に
も
あ
り

ま
し
た
。
住
宅
産
業
を
手
掛
け
る
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
の
『
超
え
て
る
若

者
た
ち
』
（
１
９
７
２
年
刊
）
の
「
南
極
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
と
い
う
項

に
は
、
第
九
次
隊
の
居
住
棟
を
担
当
し
た
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て
あ

り
ま
す
。
「
運
搬
か
ら
組
立
て
ま
で
を
、
す
べ
て
素
人
の
観
測
隊
員

が
行
な
う
た
め
、
材
料
は
で
き
る
だ
け
軽
く
、
持
ち
運
び
に
便
利
な

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
様
々
な
問
題
を
乗
り
越
え
、

「建
築
の
経
験
な
ど
は
皆
無
の
隊
員
た
ち
の
手
で
、
カ
ラ
フ
ル
な
〈ミ

サ
ワ
ホ
ー
ム
〉居
住
棟
」が
完
成
し
た
そ
う
で
す
。 

次
回
の
社
楽
で
は
「
社
史
で
読
む
南
極
物
語
」続
編
を
お
送
り
し

ま
す
。
お
楽
し
み
に
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（企
画
情
報
課 

堀
田
） 
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